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   Ｃ０９Ｄ 201/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   3/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｂ  11/06     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/3563   (2014.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  201/00     　　　　
   Ｃ０９Ｄ    7/12     　　　　
   Ｂ０５Ｄ    3/00     　　　Ｆ
   Ｇ０１Ｂ   11/06     　　　Ｇ
   Ｇ０１Ｎ   21/3563   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年6月22日(2017.6.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　シランカップリング剤としては、特に制限されず従来公知のものを用いることができる
が、同一分子内に少なくとも２つの加水分解性基を有し、被塗物に対する密着性の向上、
塗料組成物の粘度の低下等に寄与できる化合物であることが好ましく、式：Ｘ－Ｓｉ（Ｏ
Ｒ）3［Ｘは、有機質との反応が可能な官能基（例：アミノ基、ビニル基、エポキシ基、
メルカプト基、イソシアネート基、メタクリル基、ウレイド基、サルファー基またはこれ
らの基を含有する炭化水素基等。なお、この炭化水素基にはエーテル結合等が存在してい
てもよい。）またはアルキル基を示し、ＯＲは、加水分解性基（例：メトキシ基、エトキ
シ基）を示す。］で表される化合物であることがより好ましい。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１７】
　＜膜厚と装置１または２で得られる赤外線反射強度との相関性の評価基準＞
　以下の基準で、膜厚と装置１または２で得られる赤外線反射強度との相関性を評価した
。結果を表２～４に示す。
　○：膜厚５０～１０００μｍの範囲において、膜厚と装置１または２で得られる赤外線
反射強度とが正の相関関係を示す
　×：膜厚と装置１または２で得られる赤外線反射強度との相関性（グラフ）に基づいて
膜厚が測定できない
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
　膜厚と装置１または２で得られる赤外線反射強度とが正の相関関係を示すことで、この
関係を示す範囲の膜厚において、膜厚測定が可能であると考えられる。
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